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コンタクトレンズに関する意識，行動の状況
�初診時と定期検査受診時�
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要 　　　約

����年��月から����年 �月にかけてコンタクトレンズ専門の診療所におけるコンタクトレンズ希望
者の意識・行動を中心とした調査を行い，下記の結果を得た．

受診時のコンタクトレンズの眼への影響に対する知識と行動は，全般的には概ね望ましい状況にあ
ることが推察された．しかしながら，年齢性別区分での�歳以上女性の定期検査受診率の低さ，美容
をコンタクトレンズ使用目的とする者，選択基準で酸素透過性，装着可能時間を重要視する者の定期
検査受診率の低さ，定期検査への理解の低さなどが問題点として浮上し，コンタクトレンズによるト
ラブルを未然に防ぐ上で重要な処方時の注意内容が絞り込めたといえる．
今後，これらの結果を活かして受診時の調査やそれに基づく説明・指導を充実していくことができ

れば，コンタクトレンズ使用に伴う問題は軽減し，より安全なコンタクトレンズの使用を期待できる．

は じ め に

わが国ではじめてコンタクトレンズが使用されるよ
うになってから約
�年が過ぎ，現在ではコンタクトレ
ンズの使用者は���万人を超えているとされる��．
この間にレンズの材質，デザイン等の改良が進み，
最近では豊富な種類のコンタクトレンズが発売され
ている．また，コンタクトレンズの普及に伴い価格も
より安価になっており，街のコンタクトレンズショッ
プで気軽に購入する若い人達が増えている��．

その一方，社団法人日本眼科医会の「コンタクトレ
ンズによる眼障害アンケート調査（平成��年）」によ
れば，�年間で
�件（��代����，��代	����，�
代�����，	�代��	�，
�代��
�）の眼障害の報告��

があり，コンタクトレンズにより眼障害を生じる患
者の数の増加が社会的な問題になっている����．
今回我々は，コンタクトレンズ専門の診療所にお

けるコンタクトレンズ購入希望者の意識・行動を中
心とした調査を行ったので報告する．

対象と方法

����年��月から����年 �月にかけて，高知県の�

診療所（コンタクトレンズ専門）において，コンタ

クトレンズ処方を目的として土，日曜日に訪れた外
来患者全員を対象に，コンタクトレンズの適切な使
用を主目的に考察した．自記式および聞き取り式併
用のアンケート（関連する意識，知識，態度および
行動等の質問項目）を用いて調査を行った．アン
ケート調査は，初診時（以下，初診），第 �回目の定
期検診時（原則として，新規処方後一ヶ月以内：以
下，定期検査）に実施した．なお，本調査は，患者

および相談者（希望する内容等によりコンタクトレ
ンズ処方に至らなかった者）の十分なインフォーム
ドコンセントを得て行った．
質問項目の内，今回は主としてコンタクトレン

ズに関する自覚症状，意識，行動等の状況について
検討した．
眼に関する自覚症状������，コンタクトレンズの

使用目的��，コンタクトレンズ選択基準	�，コンタ
クトレンズに対する不安内容	��
�は，それぞれ表�	

に示した項目について複数回答をする方法で行った．
コンタクトレンズの眼への影響に対する知識の程
度は，コンタクトレンズの眼に対する影響について，
「よく知っている」，「少しは知っている」，「ほとん
ど知らない」のいずれかに回答する方法で行った．
コンタクトレンズの眼への影響に関する行動状
況���
����は，表 
の事項について，単回答で行った．
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統計学的検定は，設問が単回答の項目はその選択肢
を用いて，複数回答の項目は各選択肢を「はい」，「い
いえ」の �択の単回答の項目に変換した後，各項目ご
とに初診と定期検査のデータ間で ������������

�検定を行った．

結 果

アンケート調査の回答者は，初診�
�人（男性��
人，
女性		�人，性別不明
人），定期検査	��人（男性���人，
女性��人，性別不明 �人）であり，定期検査受診率
は���
�（男性���	�，女性����）であった（表 �）．
平均年齢は，初診���
歳（男性����歳，女性����歳），
定期検査�
��歳（男性�
��歳，女性�
��歳）であった．

コンタクトレンズの種類は，初診では，ハードレ
ンズ����，ソフトレンズ（使い捨てレンズを含む）

����，未経験者����であり，定期検査では，ハー
ドレンズ�����，ソフトレンズ（使い捨てレンズを
含む）����であった．
�．性・年齢区分別の受診状況（表 �）
初診では，男性で��歳以上�歳未満が���
�と �

番高く，以下��歳未満，�歳以上	�歳未満，	�歳以
上の順であり，女性で��歳以上�歳未満が����と

�番高く，以下�歳以上	�歳未満，��歳未満，	�歳
以上の順であった．定期検査では，男性で��歳以上
�歳未満が�����と �番高く，以下��歳未満・�歳
以上	�歳未満，	�歳以上の順であり，女性で��歳以
上�歳未満が�����と �番高く，以下��歳未満，�
歳以上	�歳未満，	�歳以上の順であった．
�．一日のコンタクトレンズ装用時間（図 �）
初診では，「��時間以上��時間未満」が
����と �

番高く，以下「��時間以上」，「 �時間以上��時間未
満」，「 �時間未満」の順であった．定期検査では，

「��時間以上��時間未満」が�����と �番高く，以下

「 �時間以上��時間未満」，「��時間以上」，「�時間未
満」の順であった．
．受診時に訴えた眼に関する自覚症状（表 �）
主なもの �回答割合���以上�は，初診では，「眼が

乾きやすい」が�����と �番高く，以下「遠くが見え
にくい」，「眼が疲れやすい」，「充血する」，「眼がかす
む」，「眼にかゆみがある」の順であり，「自覚症状な
し」は��
�であった．定期検査では，「眼が乾きやす
い」が�����と �番高く，以下「眼が疲れやすい」，「充
血する」，「眼にかゆみがある」，「遠くが見えにくい」，
「眼脂が多い」，「眼がかすむ」の順であり，「自覚症状
なし」は����であった．初診，定期検査間の比較で
は，「眼脂が多い」，「異物感がある」，「眼にしみる」，

「眼に痛みがある」，「眼が疲れやすい」，「遠くが見え
にくい」，「自覚症状なし」で有意差がみられた．
	．コンタクトレンズの使用目的，選択基準，不安内
容（表 ）
使用目的は，初診では，「視力のため」が�����と

�番高く，以下「美容のため」，「その他」の順であ
り，定期検査では，「視力のため」が�
���と �番高
く，以下「美容のため」，「その他」の順であった．
初診，定期検査間の比較では，「美容のため」，「視力

のため」で有意差がみられた．
選択基準の主なもの（回答割合���以上）は，初診

では，「視力」が�����と �番高く，以下「装用感」，
「取り扱い易さ」，「費用」，「酸素透過性」，「装着可能
時間」，「スポーツへの適否」の順であり，定期検査
では，「視力」が�����と �番高く，以下「取り扱い
易さ」，「装用感」，「費用」，「酸素透過性」，「スポー
ツへの適否」の順であった．初診，定期検査間の比
較では，「酸素透過性」，「装着可能時間」，「取り扱い

易さ」で有意差がみられた．
不安内容の主なもの（回答割合���以上）は，初

診では，「紛失する」が	��
�と �番高く，以下「費

表 � 性・年齢区分別受診状況
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図 � 一日のコンタクトレンズ装用時間

表 � 受診時に訴えた眼に関する自覚症状

用がかかる」，「眼にトラブルが起こる」の順であり，
定期検査では，「費用がかかる」が		�	�と �番高く，

以下「眼にトラブルが起こる」，「紛失する」の順で
あった．初診，定期検査間の比較では，「紛失する」，
「眼にトラブルが起こる」，「装着に練習がいる」で有

意差がみられた．

．コンタクトレンズの眼への影響に対する知識と

行動（表 	）
「コンタクトレンズの眼に対する影響」について
は，初診では，「少しは知っている」が�����と �番
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表 � コンタクトレンズの使用目的，選択基準，不安内容

表 � コンタクトレンズ（��）の眼への影響に対する知識と行動
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高く，以下「ほとんど知らない」，「よく知っている」
の順であり，定期検査では，「少しは知っている」が
�
���と �番高く，以下「ほとんど知らない」，「よ
く知っている」の順であった．

「コンタクトレンズの使用期限（安全な使用が保
証されている期間）を守ることができる」について
は，初診では，「はい」�����，「いいえ」����の順
であり，定期検査では，「はい」���	�，「いいえ」
�����の順であった．
「コンタクトレンズ使用上の注意事項をしっかり
実行できる」については，初診では，「はい」���
�，
「いいえ」
���の順であり，定期検査では，「はい」
����，「いいえ」����の順であった．

「眼に異常が起こった場合医師の指示を実行でき
る」については，初診では，「はい」�����，「いい
え」����の順であり，定期検査では，「はい」�����，
「いいえ」����の順であった．
「定期検査の重要性は理解している」については，
初診では，「はい」�����，「いいえ」�����の順であ
り，定期検査では，「はい」�����，「いいえ」�	���の
順であった．「次の定期検査にはきちんと来れる」
については，初診では，「はい」����，「いいえ」

����の順であり，定期検査では，「はい」����，
「いいえ」�����の順であった
初診，定期検査間の比較では，どの項目にも有意

差はみられなかった．

考 察

近年，市街地を中心にコンタクトレンズ専門の診療
所が増加している．それに加えて，使い捨てコンタク
トレンズの普及も著しく，コンタクトレンズの価格
は以前と比較して安価になっている．これらの要因

がコンタクトレンズを身近な存在にし，コンタクト
レンズを使用する人達が若年層を中心に増えている．
しかしながら，使用者の増加とともに，コンタク
トレンズの不適切な使用に伴う問題が目立つように
なり，日本眼科医会のインターネット上での調査に
よれば，眼障害を起こした患者の状況としては，「��

代，��代が比較的多い」，「使用時間が �日 �時間以
上しているケースに起こる割合が多い」，「���以上
がコンタクトレンズを作成した後に全く定期検査を

受けていない」等が特徴として述べられており��，
同様の結果が他のインターネット上等でも公開され
ている������．
重篤な感染症を起こしたケースでは，��たいしたこ

とではないと思い放置していた，��正しい装用スケ
ジュールを知らなかった，�正しい装用スケジュール

を知っていたが守らなかった，	�症状が発現したとき
にすぐ受診できなかった，
�症状が発現したときに受
診したが，医師が不在であったなどが挙げられており，
わずかな注意で回避可能なことが重大な問題につなが

ることを示唆している．また，コンタクトレンズ専門
の診療所の医師の処方に従って購入したり医師の処方
なしに購入した人達は，眼科一般の診療所（病院）の
処方で購入した人達に比較して器質的障害や感染症
のトラブルが多いと報告されている��．
これらの状況を踏まえ，比較的問題が多いとされ

ているコンタクトレンズ専門の診療所において各種
のトラブルを予防する目的で，初診時，定期検査時
の受診者の眼に関する自覚症状，コンタクトレンズ

に対する意識，行動等の状況を中心に検討し，以下
のように考察した．
�．年齢区分別男女別の受診状況（表 �）
初診時の年齢区分別男女別の割合では，��歳以上

�歳未満女性，�歳以上	�歳未満女性，��歳以上�

歳未満男性，��歳未満女性の 	区分が全体の約 �割
を占め，中でも��歳以上�歳未満の女性は約 割を
占めており，コンタクトレンズの使用者は，女性で
は	�歳未満，男性では��歳以上�歳未満に比較的多

いことが示唆された．
また，定期検査受診率では，高い方から，�歳以上

	�歳未満男性，��歳未満女性，��歳未満男性，��歳以
上�歳未満男性，��歳以上�歳未満女性，	�歳以上
男性，�歳以上	�歳未満女性，	�歳以上女性となり，
�歳以上の女性の受診率が低いのが特徴的であった．
�．一日のコンタクトレンズ装用時間（図 �）
初診，定期検査とも，約 �割の者が「��時間以上��

時間未満」であり，「 �時間未満」と「��時間以上」は定

期検査受診件数が比較的少ないことが示唆された．
．受診時に訴えた眼に関する自覚症状（表 �）
初診時，定期検査時ともに主要な自覚症状となっ

ているものは「眼が乾きやすい」であった．乾燥感
はコンタクトレンズ使用者に比較的多い訴えであ
り�����，初診時にコンタクトレンズ使用者が �割を
超えている状況が乾燥感を更に増加させる一因と考
えられる．「眼が乾く」という訴えの背景には，ドラ
イアイ傾向，レンズの種類やフィッティング・デザ

インの適合性，レンズケアの状況，使用環境等の問
題があることが多く，初診時，定期検査時に十分な
確認と適切な指導が必要である．また，「遠くが見え
にくい」，「眼が疲れやすい」，「眼がかすむ」等の視
力に関する症状は定期検査時には減少しており，こ
れらの問題は改善されていると判断できる．逆に，
「異物感がある」，「眼にしみる」，「眼に痛みがある」
の症状は増加しており，これらは眼合併症が存在す
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る場合によくみられる症状であるが ��，実際の診察
でも，充血，角膜上皮びらん，輪部新生血管等の眼
科的所見を有する場合がかなり多く，コンタクトレ
ンズ使用に伴って器質的な問題が生じている者が少

なからず存在していることは間違いない．
	．コンタクトレンズの使用目的，選択基準，不安内
容（表 ）
使用目的は，初診，定期検査ともに「視力のため」が

�割以上であり，定期検査ではその割合がより高くな
ることが推察された．一方，目的を「美容のため」と回
答する割合は，初診，定期検査ともに �割未満であり，
定期検査ではその割合がより低くなることがわかる．
選択基準は，初診時，定期検査時ともに「視力」，

「装用感」，「取り扱い易さ」，「費用」を特に重要と
しており，機能（視力）回復，快適さ，簡易さ，経
済性等がコンタクトレンズ装用の主目的であること
が推察される．初診と定期検査での変化をみてみる
と，「取り扱い易さ」の割合は，初診と比較して定
期検査で増加しており，着脱，レンズケア等の簡易
性はコンタクトレンズの使用に慣れるにつれて大切
になる選択基準と考えられる．一方で，「酸素透過
性」，「装着可能時間」の割合は減少しており，コン

タクトレンズの装用および着脱に慣れることで，生
理的および着脱回数の減少につながる事項は共に重
要視されなくなることが推察される．
不安内容は，初診時，定期検査時ともに重要な項

目として「紛失する」，「費用がかかる」，「眼にトラ
ブルが起こる」が選ばれており，遺失，経済性，健
康への障害等について常に注意していることがわか
る．初診と定期検診での変化をみてみると，「眼に
トラブルが起こる」の割合が増加し，「紛失する」，

「装着に練習がいる」は減少しており，健康への障害
に対する不安は増加するものの，使用上のトラブル
は減少していることがわかる．

．コンタクトレンズの眼への影響に対する知識と
行動（表 	）
初診時のコンタクトレンズ処方希望者のうち，コ

ンタクトレンズの眼への影響について �割の者があ
る程度の知識を有していたが，割の者はほとんど
知らないと回答しており，処方希望者に対して事前
にコンタクトレンズ使用に関して十分な説明を行う

ことは重要と考えられる．
コンタクトレンズ使用に際しては，「使用期限を守
ることができる」，「使用上の注意を守ることができ
る」と回答する割合は約 �割であり，定期検査時も
その割合に変化はなかった．眼に異常が起こった場
合，医師の指示を実行できると回答した割合は初診，
定期検査とも約 �割 �分であり，意識レベル等はか
なり高い状況であることが窺えた．受診者が「異常」
を適切に判断できるように指導さえすれば，重篤な

眼疾患につながる例は低いものと推測される．
定期検査については，「重要性を理解している」，

「次の定期検査にきちんと来れる」と回答した割合
は，初診，定期検査とも �割を越えており，望まし
い考え方を有する者が多いことがわかる．しかしな
がら，残りの �割の者については，すぐれたコンタ
クトレンズであっても眼にとって異物であり，適切
な処方，正しい理解と正しい使用，定期検査による
状況把握と指導等がトラブルを軽減させる上で必要

なことなどについて，理解が深まるように根気強い
啓発が必要である．
今回の調査で，受診時のコンタクトレンズに対す

る意識と行動は全般的には，概ね望ましい状況にあ
ることが推察された．しかしながら，年齢性別区分
での�歳以上女性の定期検査受診率の低さ，美容を
コンタクトレンズ使用目的とする者，選択基準で酸
素透過性，装着可能時間を重要視する者の定期検査
受診率の低さ，定期検査への理解の低さなどが浮上

し，コンタクトレンズによるトラブルを未然に防ぐ
上で重要な処方時の注意内容が絞り込めたといえる．
今後，これらの結果を活かして受診時の調査やそれ

に基づく説明・指導を充実していくことができれば，コ
ンタクトレンズ使用に伴う問題は軽減し，より安全な
コンタクトレンズの使用を期待できるものと考える．
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